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保護者の方へ

３つのレベルお子さんに合ったレベルを選びましょう。質問やコメントをする時には考える
時間を与えましょう。お子さんが答えに詰まった時は手助けをし、正しい答えには少し膨ら
ませた質問やコメントをしてみましょう。
レベル1 簡単で直接的な質問をします。見えるものについて尋ねたり指をさしたりしま

しょう。おもちゃはどこかな？何をしているのかな？その名前は何かな？色は何
かな？いくつボールがあるかな？

レベル2 お話のある部分について一般的な質問または自由に答えられる質問をしてみま
しょう。ここで何が起こっていると思う？この物の仲間は何かな？

レベル3 お話の筋について質問をしてみましょう。何が起こったのかな？次はどうなるか
な？これと似たようなことが前にあったかな？この時、この子はどう感じている
かな？

算数のテーマと内容この物語では、形、色、スキップカウント（2、4、6、8、10のように
数を飛ばして数える）練習をします。練習内容：パターン、列、明るい、暗い、長方形、三
角形、丸、側面、円、同心円（中心が同じ重なった円）、浅い、薄い、近い、遠い、違い、
色の名前、虹の色、ペア、倍数、スキップカウント。

楽しく読んで話しましょう！ 書かれている質問やコメントはほんの一例に過ぎません。

１回目は赤の質問とコメントを読みます。
２回目は青の質問とコメントを読みます。
３回目は緑の質問とコメントを読みます。

その後はお子さんの興味に合わせて、楽しい方向に話を進めてください。



アカイが小さい頃、
お母さんは美しい敷
物の上でアカイを寝
かせました。この特
別な敷物はアカイのお
ばあさんが、ヤシの葉
で作ったものでした。

1. この部屋のいろんなとこ
ろにある、美しい色と模様に
注目してください!

2. この絵に描かれている形を
できるだけ多く見つけ出し、
それらを説明してください。

3. あなたは、毛布など、寝
るときに使うお気に入りのア
イテムはありますか？



そのマットは、ピン
ク、ブルー、グリー
ンと鮮やかな色をして
いて、お母さんが小屋
に置いていた他のマッ
トとは違いました。

1. アカイのマットのパター
ンについて話し合ってくださ
い。列には明るい色と暗い色
が交互に並んでいます。そし
て、赤、緑、青が2列ずつペ
アになっています。

2. 長方形とは、このページの
ような4つの辺で作られた形の
ことです。この敷物は長方形
で、横に9つの長方形が並んだ
列が、全部で30列あります。

3. 横に並んだ9つの長方形を
１列として、30列あるとマッ
トにある長方形の数は全部
で270個になります。30ずつ数

えて270まで数えられますか（３０，６０、９０・・・）？もしできなかったら、3つずつ数えて（３，６，
９・・・）、27まで数えてみてください。



アカイの家は、とて
も乾燥している暑い
土地にあり、周りに
は石がたくさんありま
した。サソリやクモ、
ヘビもたくさんいまし
た。でも、アカイはそ
れらの危険な生きもの
に噛まれたことは一度
もありませんでした。

1. アカイの周りにいる小さ
な生き物を全部見つけてくだ
さい。敷物は危険な生き物か
ら彼女を守ってくれたと思い
ますか？

2. もし、あなたが危険なもの
に囲まれているとしたら、こ
の写真のアカイのように笑顔
で過ごすことができますか？

3. 遠くの丘は、近くの丘よりも薄くて明るい色になっていることに注目してください。写真の中で、何が近
くて何が遠いのかを見分けるのに、色の濃淡が参考になることがよくあります。



お母さんは「あなた
の特別な敷物が、ア
カイをいろんな恐ろ
しいものから守って
くれているんだね。」
と言いました。

1. この敷物のように、何か
が特別な魔法の力を持ってい
ると思いますか？

2. 何かが魔法の力であなた
を守ってくれていると信じて
いるものはありますか？

3. 長方形だけでなく、いろ
いろな形が描かれています。
この絵の中にある三角形と丸
い形を見つけましょう。



アカイはとても賢い
子でした。彼女は近
くの浅い井戸がどこ
にあるのかを見つけ
ました。

1. 乾燥した土地で、浅い井
戸を見つけることは、彼女の
村にとって、とても重要なこ
とでした。村人たちは、アカ
イのことをとても大切に思っ
ていたに違いありません。

2. 彼らの服には、さまざま
な美しい色があります。この
写真の中で、虹の7色のうち、
何色が欠けているか分かりま
すか？

3. 2本ずつ数えると、すべての
脚を数えることができます。
腕も同じように数えることが
できます。では、腕と脚を一
緒に数えるにはどうしたらい
いのでしょう？2ずつ数えま
すか？それとも、4ずつ数え
ますか？



アカイはおばあさん
の集落がどこにある
かも知っていて、ラ
クダのミルクをおば
あさんと一緒に飲むた
めによく行きました。

1. 集落とは小さな村のこと
です。アカイは、住んでいる
地域の道を見つけるのがとて
も上手でした。あなたは、自
分の住んでいる地域で、いろ
いろなことを見つけるのが得
意ですか？

2. 方向をよく感じ取れる人も
いるし、方向音痴の人もいま
す。あなたはどちらですか？

3. おばあさんの敷物は、ア
カイの敷物ととてもよく似て
います。二つの敷物の違いを
見つけてみましょう。



ある日、アカイはつ
いていませんでした。
彼女はおばあさんの
集落に行こうと出か
けましたが、丘で迷
子になりました。アカ
イは怖くなりました。

1. いくら得意なことでも、
失敗することもあります。
最近、あなたにもそういった
ことがあったか、考えてみま
しょう。

2. 私たちは自分の失敗を認
めたくありませんが、失敗を
無視してはいけません。失敗
することはとても大切なこと
で、自分自身について教えて
くれることがたくさんありま
す。

3. この写真のアカイの様子
から、彼女が不安になってい
ることが分かりますか？



彼女は木の下に座っ
て助けを待っていま
したが、すぐに寝てし
まい、夢を見ました。

1. もしあなたが暑い日に迷
子になったら、涼しい日陰を
探して、救助を待つのが賢明
です。猛暑は非常に危険なも
のなので、慎重に対処する必
要があります。

2. 人はいろいろな夢を見ま
す。怖いもの、楽しいもの、
ばかばかしいもの、そしてと
ても現実的なもの。あなたは
どんな夢を見ますか？

3. 木は上に行けば行くほど、
枝分かれします。１つの枝
は2つに、そしてそれらは４つ
に、と続いていきます。あな
たは二倍ずつ増やしていき、
どこまで数えることができま
すか？



これはアカイが見た
夢の内容です。彼女
は特別な敷物の上に
横になっていました。
彼女のおばあさんに
似た女性が彼女を見
ていました。その女性
は笑顔で、ラクダのミ
ルクが入った器を彼女
にあげました。アカイ
がミルクを飲もうと手
を伸ばした瞬間、彼女
は目を覚ましました。

1. あなたは夢からメッセー
ジを受け取ることはできると
思いますか？それともそんな
ことはないと思いますか？こ
の夢はアカイに何を伝えよう
としていたのでしょうか？

2. おばあさんの顔のすぐ前にある、色のついた丸に注目してください。中心が共通する円は同心円と呼ばれ
ます。

3. 彼女の服やジュエリーに繰り返し登場する色と、一度しか登場しない色は何色ですか？



アカイはゆっくり目
を開けました。見上
げると、頭の上の枝
に青い小鳥が止まっ
ていました。

1. 作家は、物語の中で何か
特別なものをシンボルとして
使うことがあります。青い鳥
は、この物語の中で何か特別
なシンボルだと思いますか？
それとも特別な理由をもたな
い、ただの青い鳥だと思いま
すか？

2. 2ページ前にも同じ木があり
ました。しかし、このページ
の木と前回登場した木にはい
くつかの違いがあります。い
くつの違いをあなたは見つけ
ることができるでしょうか？

3. アカイとその鳥はお互い
を見つめ合っています。もし
彼女たちが会話ができるので
あれば、どんなことを話して
いるのでしょうか？



アカイが起き上がっ
た時、その小さな青
い鳥は羽をはばたか
せて、アカイのため
に道案内をしました。
そして、アカイは鳥
について行きました。

1. 鳥のスピードは速く、必
死について行きました。あな
たは野生の動物がどこに行く
のか、追いかけてみたことは
ありますか？？

2. もしあなたが危険な場所で
迷子になったとしたら、あな
たは不思議な動物にあなたの
安全を委ねて信じますか？ア
カイは本当に信じています。

3. どのような結末になるの
でしょうか？この鳥はアカイ
を安全に誘導するのでしょう
か？それとも彼女は不思議な
鳥について行くことで、さら
に迷子になっていくのでしょ
うか？



アカイは道が二手に
分かれている場所に
着きました。その鳥
はアカイのマットに
よく似たマットの切
れ端を落としました。

1. 鳥がマットの切れ端を落
とすなんて、とても珍しいこ
とです。この鳥を信頼するの
も悪くないかもしれません。
あなたはどう思いますか？

2. 鳥が写っている他の絵に
は、そのマットの切れ端は
写っていませんでした。あの
マットはどこから来て、どう
やって手に入れたものなので
しょうか？？

3. アカイの表情を見てみま
しょう。彼女の表情から、ど
のような気持ちが伝わってき
ますか？



マットの切れ端を手
に取ると、アカイは
お母さんの足跡を見
つけました。そして
すぐに、お母さんが
水を汲んでいた浅い井
戸が見えてきました。

1. あの不思議な鳥を信じた
ことが幸いしました。彼女は
本能に従って、鳥を信頼する
ことで、無事に帰ることがで
きたのです。

2. あなたは、いつもと違う
状況で、何かや誰かを信頼し
なければならなかった経験は
ありますか。相手が信頼に値
する人であるのかを判断する
には、細心の注意を払わなけ
ればなりません。

3. あなたは他の人の足跡がど
のようなものか知っています

か？方向を感じ取って道を進んで行くことが大切な地域で生活をしていると、いろいろな人や動物の足跡が分
かるようになるのでしょうか？



アカイの家族は、
歌ってダンスをして
彼女が帰ってきたこ
とを歓迎しました。
そして、アカイが安
全に戻ってきたこと
を祝い、ごちそうを
作りました。

1. アカイが安全に帰ってき
たことで、どんなにみんなが
喜んだのかを話し合ってみま
しょう？

2. 彼らの服の色は美しいパ
ターンの色をしています。あ
なたが一番好きなのは、それ
らの中のどれですか？

3. この物語に登場するたく
さんの人はサンダルを履いて
いますが、アカイは裸足で過
ごすことが好きです。あなた
はどちらが好きですか？



アカイは特別な敷物
に座って、美味しい
食事を楽しみました。

1. その恐ろしい体験をした
日の終わりは、彼女はとても
幸せそうでした。物騒な事件
の後、慣れ親しんだ安全な場
所に帰ることは素晴らしいこ
とです。

2. あなたには、特に安全で
心地よいと思えるお気に入り
の場所はありますか？

3. 彼女の幸せは敷物がもた
らしたものなのでしょうか？
それとも彼女自身から生じた
ものなのでしょうか？
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